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第１２回　応用薬理シンポジウム

　疾病の治療における応用薬理学の貢献を考える

	会期
	2010年9月18日（土曜日）～ 19日（日曜日）

	日　時

および

会　場
	2010年9月18日（土曜日）13:00～　（受付12：00～）
★シンポジウムおよび特別講演　於；崎陽軒本店　６階会議室　1～3号室　
〒220-0011　横浜市西区高島２－１３－１２　℡ : 045-441-8880、FAX : 045-453-7808　

アクセス；　http://www.kiyoken.com/rental/honten/h_access.html
２０１０年９月１９日（日曜日）9：00～18：00　（受付8：30～）

★シンポジウム、ポスター発表、展示　於；横浜シンポジア　

〒231-0023　神奈川県横浜市中区山下町２番地　産業貿易センタービル９階
TEL　045（671）7151、FAX　045（671）7157
アクセス；http://www.yokohama-cci.or.jp/symposia/access/access.html


	主　催

後援・共催
	応用薬理研究会＊注１　https://center.umin.ac.jp/gakkai/gakkai/2005/A00933.htm
横浜薬科大学・薬物治療学研究室　
日本薬理学会、日本薬学会、横浜薬科大学

	テーマ

発表形式

演題募集
	疾病の治療における応用薬理学の貢献を考える

セッション　I　　薬物治療を個の医療（テーラーメイド医療）の側面から考える　

セッション　II 　救急医療における応用薬理学の貢献を考える

セッション　Ⅲ　 応用薬理学の手法による機能性食品の研究開発　
‐未病と医療費削減への貢献‐
口頭発表　（シンポジウム、特別講演のみ）　および　ポスター発表（一般演題）


ポスター発表での演題募集　特に、薬剤師の方による医療薬学関連の演題を歓迎いたします。
発表登録：書類A．演題申込用紙に記入し、FAXかメールでお送りください。
演題申し込みの締切；平成22年7月15日、演題の採択通知は7月20日までに申込者にメールでお知らせいたします。
発表要旨：下記のシンポジウムの要旨作成要領をごらんください。　
発表要旨の提出締切　平成22年7月30日

	市民公開講座

テーマ
	2010年9月18日[土]　13：30より　於：横浜薬科大学・講義室　　
　個の医療　-個人差のある薬の効き方-　講師　野村　靖幸　（横浜薬科大学・薬学部・薬学部長）
市民公開講座に関する問合せ先：西廣吉（臨床薬理研究室、ＴＥＬ　045-859-1300）

アクセス：http://www.hamayaku.jp/access/bus_stop.html

	懇親会
	日時　　2010年9月18日（土曜日） 18:30より
会場　　崎陽軒本店　５階宴会場　マンダリン

	参加申込

参加費用など
銀行振込口座
	事前参加登録　　締切　2010年9月 2日
書類B.事前参加申込用紙に記入し、FAXあるいはメールで送った後、9月2日までに下記の銀行口座に参加費ならびに懇親会費を納入して下さい。発表される方は、機関誌掲載料　3,000円/1演題を同時に振込みお願いいたします）＊注１

参加費　 　　一般　8,000円、　大学生　5,000　円
懇親会費　　　　　 6,000円　
機関誌掲載料　     3,000円
当日参加の場合、参加費・懇親会費ともに 2,000円増しとなります。学生は、学生証のコピーを
提示してください。

銀行名
横浜銀行　戸塚南支店（045－852-5511）

銀行コード　0138、　店番号　　352

口座番号
普通預金口座　1211815

口座名
第12回応用薬理シンポジウム（ダイジュウニカイオウヨウヤクリシンポジウム）

振込は各機関ごとにお願いいたします。 一旦納入された諸費用は、理由の如何に関わらず返金いたしませんので、御了承ください。すべての振込手数料は振込む方の負担になります。

	要旨作成要領
重要


	　

シンポジウムの要旨作成要領

応募方法

要旨テンプレートをダウンロードし、必要事項を記入してメールに添付してお送り下さい。

要旨送付先

第12回応用薬理シンポジウム事務局　n.inaba@hamayaku.ac.jp

演題および

要旨原稿締切

平成22年7月15日(木曜日)

平成22年7月30日(金曜日）
※要旨の作成法は「シンポジウム要旨テンプレート.doc」をダウンロードいただき、2ページ目にある作成要領をご覧下さい。テンプレートを必ずお使いいただきますようお願い申し上げます。

シンポジウム
演題要旨
テンプレート

書類C.Downroad (.doc形式)(シンポジウム要旨用）
＊注１「応用薬理研究会機関誌」に学会発表の要約記事を掲載いたします。　学会抄録とは別掲載になりますので、1演題につき3,000円をお振り込みくださいますよう。

	研修受講シール

	日本薬剤師研修センター　研修受講シールをご希望の方に配布いたします。


	プログラム
	.仮題と講師陣　（8月中旬最終プログラム版完成予定）
●虚血性心疾患の性差医療について　（特別講演　１）　

天野　恵子　（あまの　けいこ）（元千葉県衛生研究所所長　兼　千葉県立東金病院副院長）

●喘息における薬物治療の現状とテーラーメイド医療の展望

（仮題）山内　広平　(やまうちこうへい）（岩手医科大学医学部内科学呼吸器・アレルギー・膠原病分野）
●ＡＤ／ＨＤについて、テーラーメイド治療を考える（仮題）

横山 浩之　(よこやま　ひろゆき）（山形大学医学部看護学科　臨床看護学教室）
●未病治療におけるサプリメントの有用性（特別講演　2）

只野武　（ただの　たけし）（東北薬科大学・薬理学）など

	連絡先など
事務局
	第1２回応用薬理シンポジウム組織委員会
大会会長　　小野寺　憲治

（横浜薬科大学、薬物治療学研究室　教授）

　　

担当　稲葉二朗 

〒245-0066

横浜市戸塚区俣野町601

横浜薬科大学、薬物治療学研究室内

第1２回応用薬理シンポジウム　事務局

ＴＥＬ　045-859-1300、ＦＡＸ　045-489-7502

E-mail： n.inaba@hamayaku.ac.jp











第12回　応用薬理シンポジウム予告





横浜薬科大学








